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1. 平成26年3月期第3四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第3四半期 15,588 14.3 740 234.6 803 208.3 325 21.2
25年3月期第3四半期 13,635 8.4 221 ― 260 ― 268 ―

（注）包括利益 26年3月期第3四半期 522百万円 （96.0％） 25年3月期第3四半期 266百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

26年3月期第3四半期 48.41 48.03
25年3月期第3四半期 40.21 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年3月期第3四半期 15,152 8,387 52.9
25年3月期 14,949 7,825 51.2
（参考）自己資本 26年3月期第3四半期 8,017百万円 25年3月期 7,647百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
平成26年３月期の配当予想については未定であります。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
26年3月期 ― 0.00 ―
26年3月期（予想） ― ―

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,000 5.9 1,000 55.2 400 △19.7 59.20



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
（注）詳細は、添付資料Ｐ．２「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成25年11月８日公表の業績予想は、平成26年２月12日に修正しております。 
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提
となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの
将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期3Q 7,694,080 株 25年3月期 7,694,080 株
② 期末自己株式数 26年3月期3Q 796,805 株 25年3月期 1,025,026 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期3Q 6,714,204 株 25年3月期3Q 6,669,830 株
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（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国の金融緩和縮小による新興国からの資金流出や新興国の

通貨下落など海外経済の一部に不安定要因はあるものの、政府の経済政策や日銀の金融緩和策による円安や株高の

効果などから企業収益の改善が進むとともに、個人消費についても持ち直すなど、緩やかに景気は回復してまいり

ました。 

当社グループの主要な事業が属する建設業界におきましては、公共投資や民間住宅建設が増加するなど堅調に推

移する一方、労務・資機材等の供給不足からくる価格の高騰など、先行きに不安要因が残る経営環境下にありまし

た。 

このような状況のもと、当社グループにおきましては、特に「品質」に拘り、安心・安全を提供する中で、効率

的な経営を推し進めてまいりました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は155億88百万円（前年同期比14.3％増）、営業利益は施工効率

が改善したことに加え、原価の低減や経費の圧縮を推し進めたことにより７億40百万円（前年同期比234.6％

増）、経常利益は８億３百万円（前年同期比208.3％増）、四半期純利益は３億25百万円（前年同期比21.2％増）

となりました。 

   

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ２億２百万円増加し、151億52百万円とな

りました。これは主に施工設備等の取得や太洋基礎工業株式会社との取引関係強化のための株式の相互保有により

固定資産が増加したことによるものであります。 

負債合計は、前連結会計年度末に比べ３億59百万円減少し、67億64百万円となりました。これは主に借入金を返

済したことによるものであります。また、純資産合計につきましては、前連結会計年度末に比べ５億62百万円増加

し、83億87百万円となりました。 

   

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明   

業績予想につきましては、平成25年11月８日に公表いたしました平成26年３月期の通期業績予想を修正いたしま

した。詳細につきましては、平成26年２月12日に開示しております「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照

ください。 

   

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。    

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。  

   

   

１．当四半期決算に関する定性的情報

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 5,101,522 5,319,548

受取手形・完成工事未収入金等 6,067,409 5,231,247

未成工事支出金等 404,678 735,857

未収入金 844,984 1,118,339

その他 165,664 133,400

貸倒引当金 △37,620 △23,329

流動資産合計 12,546,640 12,515,063

固定資産   

有形固定資産 1,888,726 2,073,437

無形固定資産 124,440 107,859

投資その他の資産   

その他 476,430 557,931

貸倒引当金 △86,400 △102,131

投資その他の資産合計 390,029 455,800

固定資産合計 2,403,197 2,637,097

資産合計 14,949,837 15,152,161



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 4,044,777 4,143,952

短期借入金 256,500 80,000

1年内返済予定の長期借入金 208,445 127,018

1年内償還予定の社債 20,000 20,000

未払法人税等 92,038 247,363

未成工事受入金 41,671 111,895

引当金 72,969 99,897

その他 696,385 559,457

流動負債合計 5,432,787 5,389,585

固定負債   

社債 30,000 20,000

長期借入金 641,073 317,395

退職給付引当金 582,965 580,036

役員退職慰労引当金 77,100 －

その他 360,469 457,391

固定負債合計 1,691,608 1,374,823

負債合計 7,124,396 6,764,409

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,710,900 1,710,900

資本剰余金 2,330,219 2,346,319

利益剰余金 3,956,338 4,214,707

自己株式 △359,069 △279,206

株主資本合計 7,638,388 7,992,719

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 18,286 29,560

為替換算調整勘定 △9,353 △5,079

その他の包括利益累計額合計 8,933 24,480

新株予約権 － 11,914

少数株主持分 178,119 358,637

純資産合計 7,825,441 8,387,752

負債純資産合計 14,949,837 15,152,161



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 

（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

売上高 13,635,956 15,588,280

売上原価 11,993,819 13,393,027

売上総利益 1,642,136 2,195,252

販売費及び一般管理費 1,420,983 1,455,176

営業利益 221,153 740,076

営業外収益   

受取利息 3,768 1,803

受取配当金 5,345 5,237

仕入割引 7,855 17,282

受取賃貸料 3,944 3,530

保険返戻金 4,089 1,727

物品売却益 12,832 5,704

為替差益 14,163 49,904

その他 8,785 12,314

営業外収益合計 60,785 97,504

営業外費用   

支払利息 18,014 11,396

売上割引 2,342 2,611

撤去解体費 － 7,901

貸倒引当金繰入額 － 10,458

その他 843 1,366

営業外費用合計 21,200 33,735

経常利益 260,737 803,846

特別利益   

固定資産売却益 84,291 26,639

投資有価証券売却益 － 8,438

特別利益合計 84,291 35,077

特別損失   

固定資産処分損 3,059 2,606

その他 17,064 －

特別損失合計 20,124 2,606

税金等調整前四半期純利益 324,905 836,317

法人税等 64,653 320,809

少数株主損益調整前四半期純利益 260,251 515,507

少数株主利益又は少数株主損失（△） △7,953 190,447

四半期純利益 268,204 325,059



（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 260,251 515,507

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 4,698 11,273

為替換算調整勘定 1,439 △4,756

その他の包括利益合計 6,138 6,517

四半期包括利益 266,389 522,025

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 274,342 334,621

少数株主に係る四半期包括利益 △7,953 187,404



 該当事項はありません。  

   

   

 該当事項はありません。 

   

   

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）



前第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年12月31日）  

①受注高・受注残高 

（注）当連結企業集団では土木建築コンサルティング全般等事業は受注生産を行っておりませんので、同事業につ

いては受注高及び受注残高の記載を省略しております。 

  

②売上高 

  

  

当第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年12月31日）  

①受注高・受注残高 

（注）当連結企業集団では土木建築コンサルティング全般等事業は受注生産を行っておりませんので、同事業につ

いては受注高及び受注残高の記載を省略しております。 

  

②売上高 

  

  

４．補足情報

（１）受注高・売上高・受注残高内訳表

セグメントの名称  受注高（千円） 受注残高（千円） 

 建設事業 14,385,099 5,930,360

 土木建築コンサルティング全般等事業  －  －

合  計 14,385,099 5,930,360

セグメントの名称  金額（千円）  

 建設事業  13,511,961

 土木建築コンサルティング全般等事業  123,994

合  計  13,635,956

セグメントの名称  受注高（千円） 受注残高（千円） 

 建設事業 15,715,227 5,530,152

 土木建築コンサルティング全般等事業 － －

合  計 15,715,227 5,530,152

セグメントの名称  金額（千円）  

 建設事業  15,412,734

 土木建築コンサルティング全般等事業  175,545

合  計  15,588,280


